










I 研究の経過

1.昭和 47 年度は,学齢期に達するまでに,

　就学等に関し,利用した相談機関の実態

2.昭和 48～49 年度は,心身障害の種類程度に応じた受入教育機関の実態

3.昭和 50～51 年度は,就学猶予者の心身障害の種類程度と特殊教育諸学校に就

学している児童との比較

4.昭和 52 年度においては,心身障害の程度と家庭環境と教育機関との関連につ

いて研究を行ってきた。


